




要旨:北海道において 1973 年から 1992 年までの 20 年間、15 歳未満発症の疫学研究を行

ってきた。この 20 年間に 15 歳未満で発症した IDDM 患児は 450 例であった。しかし、こ

の内 54 例は症状のない時に学校検尿で発見され、インスリン治療が開始された。糖尿病

の症状を示し、ケトアシドーシスを伴って発症した 396 例について、性、発症年齢、家族

歴の有無、季節、発症年の 5元配置分散分析を行い、発症率の変化を検討した。その結果、

女性、高年齢群(8-14歳)、家族歴無しで有意に発症率が高く、また季節変動が認められ、

この 20 年間で発症率は有意に増加していることが明らかになった。小児慢性特定疾患登

録管理事業が軌道に乗ると、わが国で大きな母集団を背景にした、疫学研究が可能になる

ものと考えられる。


